
 

 

 

2021年11月18日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 リ ボ ミ ッ ク 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 中 村 義 一 

（コード番号：４５９１ 東証マザーズ） 

問合せ先 執 行役 員 財務 経理 部 長 長 米 林 渉 司 

TEL. 03－3440－3745 

 

＜マザーズ＞ 投資に関する説明会開催状況について 

 

以下のとおり、投資に関する説明会を開催いたしましたので、お知らせいたします。 

 

○開催状況 

開催日時 2021年11月18日（木） 16：00～16：55 

開催方法 対面による実開催 

開催場所 東京証券会館9階 

（東京都中央区日本橋茅場町1-5-8） 

説明会資料名 2022年3月期第2四半期決算説明資料 

 

【添付資料】 

１. 投資説明会において使用した資料                          

                           以上  



2022年3⽉期第2四半期

決算説明会
株式会社リボミック（証券コード 4591）
2021年11⽉18⽇
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トピックス

RBM-007 ︓滲出型加齢⻩斑変性(wet AMD)
Phase 2 試験、患者組⼊れ完了

4

RBM-007︓軟⾻無形成症(ACH)
Phase 1 試験、完了

共同研究（順調に進展）
・あすか製薬
・ビタミンC60バイオリサーチ
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損益計算書の概要

2021年3⽉期
2Q

2022年3⽉期
2Q 前年度⽐

増減額 主な増減要因

事 業 収 益 4 5 0
営 業 利 益 ▲563 ▲778 ▲215 研究開発費 +250百万円

⼀般管理費 ▲34百万円

営 業 外 収 益 0 12 12 2020年度 JST助成⾦確定 +11百万円
前期は３Qに上記助成額が確定

経 常 利 益 ▲587 ▲767 ▲179
当 期 利 益 ▲588 ▲767 ▲179

研 究 開 発 費 378 628 250 RBM-007開発費 +274百万円

（単位︓百万円）
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貸借対照表の概要

2021年3⽉末 2021年9⽉末 前年度末⽐
増減額 主な増減要因

流 動 資 産 6,050 5,461 ▲589 有価証券 ▲499
現預⾦ ▲130 ・・・R&Dに使⽤

固 定 資 産 69 64 ▲4
資 産 合 計 6,119 5,526 ▲593
流 動 負 債 116 291 174 未払⾦ +89 ・・・⼦会社での臨床開発費

前受⾦ +78 ・・・国循からの受託費

負 債 合 計 116 291 174
純 資 産 合 計 6,002 ※5,235 ▲767 四半期純損失 ▲767百万円

負 債 ・ 純 資 産 合 計 6,119 5,526 ▲593

（単位︓百万円）
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※2021年６⽉29⽇開催の第18回定時株主総会において、資本⾦及び資本準備⾦の額の減少並びにその他資本剰余⾦の処分について承認可決され、2021年
８⽉３⽇付でその効⼒が発⽣しております。これにより、当第２四半期会計期間末において資本⾦が50百万円、資本準備⾦が5,951百万円、繰越利益剰余
⾦が▲767百万円となっております。
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パイプライン︓優先度の⾼い⾃社開発品
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化合物コード ターゲット 疾患 探索 前臨床
臨床

1 2a 2b 3

RBM-007 FGF2 滲出型加齢⻩斑変性症(wet AMD)

RBM-007 FGF2 軟⾻無形成症 (ACH)

RBM-011 IL-21 肺⾼⾎圧症 (PAH) 

RBM-003 Chymase 急性⼼不全

RBM-010 ADAMTS5 変形性関節症

(未指定) SARS-CoV-2 新型コロナ感染症(COVID-19)



RBM-007
wet AMDを対象とした臨床試験
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滲出型加齢⻩斑変性症 (wet AMD)
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l 滲出型加齢⻩斑変性症とは
網膜の下に⽣じた新⽣⾎管により⾎液や体液の漏出
を引き起こします。これにより⻩斑組織に傷が付き、
視⼒障害となります。

l 滲出型加齢⻩斑変性症の症状
物が歪んで⾒えたり、視野の
中⼼部が暗く⽋けて⾒えたり
します。さらに網膜での瘢痕
形成が進むと失明の原因にな
ります。

wet AMD

健常者

＊Holmes D. Nature 561:S2-S3, 2018 / Credit: Alisdair Macdonald を元に弊社で作製。



FGF2を標的とする理由︓wet AMD発症の要因
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NEXT

wet AMD
Treatment

⾎管新⽣を阻害するVEGF阻害剤の硝⼦体内注射︓
Lucentis®, Eylea®, Avastin® etc.

既存の治療法

悪
化

←
 視

⼒
(⽂

字
数

) 
→

回
復

治療開始からの年数

問題点
患者の1/3は薬が奏効せず、効いた患者も、
2年経過後薬効が低下し、視⼒が再悪化する
（追跡調査結果）

*Rofagha et al. 
Ophthamology 120:2292-
99 (2013)
を参照に当社で再編

RBM-007(FGF2阻害アプタマー）

wet AMD

FGF2はVEGFより強⼒な⾎管新⽣作⽤をもち、
網膜の線維化（瘢痕化）を誘導する
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Phase 1/2a 
(SUSHI)

Phase 2 
(TOFU)

Phase 2 Extension 
(RAMEN)

Phase 2 医師主導治験
(TEMPURA)

⽶国におけるwet AMD臨床試験

*

*

* TOFU、RAMENの両試験に関しては、患者組み入れ完了済み



Phase 2試験の概要
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Phase 2 Study 被験者 投与デザイン（硝⼦体内） 評価項⽬

TOFU VEGF阻害剤が奏功しない
wet AMD患者

Arm 1: RBM-007単剤投与
Arm 2: RBM-007+Eylea®併⽤投与
Arm 3: Eylea®単剤投与
RBM-007（⽉1回、計4回）/ Eylea®（隔⽉1回、計2回）

視⼒回復

RAMEN
Extension試験

TOFU試験完了者 RBM-007単剤投与（⽉1回、計4回） 瘢痕形成抑制
視⼒回復

TEMPURA
医師主導治験

未治療wet AMD患者 RBM-007単剤投与（⽉1回、計3回） 視⼒回復
網膜厚減少

Phase 2試験として、RBM-007の薬効を総合的に評価する⽬的で下記の３試験を実施している。
３試験は実施⽅法と評価項⽬が異なる。



３本のPhase 2試験の意義
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４つのQuestion
Q１︓既存薬に抵抗性の患者に効くか︖
Q２︓既存薬との併⽤効果はあるか︖
Q３︓瘢痕形成は防げるか︖
Q４︓未治療の患者に単独で効くか︖

Q1
Q2

Q4

Q3

RBM-007の「ちから」を総合的に判断



Phase 2試験の暫定的中間ブラインドデータ︓⽶国網膜学会 登壇発表
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Date : September 30, 2021
Presenter : Raj Maturi, MD

(Midwest Eye Institute)

Title : Intravitreal RBM-007, a novel anti-
angiogenic and anti-fibrotic agent, in 
recalcitrant exudative AMD patients: 
interim safety update on the Phase 2 
TOFU and the RAMEN extension study
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TOFU試験の暫定的中間ブラインドデータ︓⽶国時間8⽉31⽇時点

登録被験者数
2021.8 組み⼊れ完了

86名 安全性
予期せぬ有害事象の発⽣なし

主要評価項⽬を終了した50名 (3群ブランド合算) のうち︓
視⼒ (BCVA) が改善、もしくは安定している被験者の割合

≈70%

良好



⽶国で注⽬されている主な開発競合品

18 * ⽶国調査会社 DelveInsight Business Research LLP (https://www.globenewswire.com/news-release/2021/03/10/2190007/0/en/Age-related-Macular-
Degeneration-Pipeline-Analysis-of-70-Key-Companies-and-70-Key-Therapeutic-Products.html)

臨床試験が進んでいる開発競合品はVEGF阻害剤関連が
ほとんどで、当社のような新規ターゲットの治療薬は少ない

Key Pipeline 表の内訳
VEGF阻害剤 6件
再⽣医療 1件
FGF2阻害剤（RBM-007) 1件



世界におけるwet AMD患者数とVEGF阻害剤の市場
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2020年〜パテントクリフ
VEGF阻害剤の特許切れにより後発医薬品へ
の切り替えが進む

l 世界のVEGF阻害剤の市場
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*Informa Pharma intelligence Disease Analysis: Wet age-related macular degeneration (Wet AMD)Published on 11 February 2021Ref Code: DMKC02186
こちらのデータを⽤い、当社にて作成。

新薬の誕⽣によりさらなる
wet AMD市場の拡⼤が
⾒込める



RBM-007
ACHを対象とした臨床試験
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軟⾻無形成症（ACH, Achondroplasia）
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l 軟⾻無形成症（ACH）とは
⼿や⾜の短縮を伴う低⾝⻑となる希少疾患です。
有効な治療薬が存在しません。

l 軟⾻無形成症（ACH）の原因
FGFタンパク質に対する受容体FGFR3におきた
突然変異です。
変異したFGFR3によって、⾻の成⻑に必要な軟
⾻組織（成⻑板）の形成に過剰なブレーキがか
かり、⾻の成⻑が妨げられます。

＊2 Horton et al. Lancet 2007; 370: 162–72

l 軟⾻無形成症（ACH）の患者数*1
⽇本︓約6,000⼈
⽶国︓20,000〜30,000⼈
世界︓約25万⼈

＊1 難病情報センターHPの軟⾻無形成症（指定難病276）と軟⾻無形成症治療
ガイドライン等を⽤い、当社にて作成。

*2



研究成果︓Science Translational Medicine 掲載
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論⽂内容︓
軟⾻無形成症モデルマウスとACH
患者由来iPS細胞で、当社開発の
RBM-007(FGF2アプタマー）を
⽤いたFGF2阻害により⾻の成⻑
が促進された

軟⾻無形成症に対するRBM-007
の薬理効果・作⽤機序の解明
治療薬開発の科学的な裏付け

*Sci Transl Med. 2021 May 5;13(592):eaba4226. doi: 10.1126/scitranslmed.aba4226.



国内におけるACH 開発スケジュール
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Phase 1試験の概要

2020年7⽉ 2021年5⽉

治験計画 被験者組込み基準 健康な成⼈男性

試験デザイン 単回あるいは２回の⽪下注射
３⽤量群の順次漸増

試験項⽬ ・安全性と忍容性の評価
・薬物動態の検討

24

Phase 1
国内治験施設

第2相臨床試験
の準備中

2022年6⽉



Phase 1試験 結果
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Phase 1

l 試験⽬的
健康な成⼈男性にRBM-
007を⽪下投与し、安
全性・忍容性・薬物動
態を検討

l 期間
2020.7〜2021.5

＊ 1mg/kg投与の1例で重篤有害事象発⽣のため、
⽤量を0.6mg/kgに減量して残りの3例を実施

N=12

N=12

1.0mg/kg 1回投与の1例で重篤な
副作⽤(急性アナフィラキシー反応)
が発⽣したが、適切な処置により症
状は消失したため試験は継続した。
残り３例は0.6mg/kg に減量して
実施した。

RBM-007を0.1〜0.6mg/kgで2回
まで、1⼜は2週間隔で⽪下投与し
た場合の忍容性については、特に問
題はなかった。

RBM-007の⾎中濃度測定により、
次実施するPhase 2の基礎データが
取得できた。

2回投与 ⽤量漸増︓
0.1、0.3mg/kgを1週間隔
0.6mg/kgを2週間隔

1回投与 ⽤量漸増︓
0.1、0.3、1.0、0.6*mg/kg



世界におけるACH治療薬の市場
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*Source: Secondary Sources, Expert Interviews and QYResearch, 2021

0

ACHの治療薬が市場に供給されることにより、
治療を受ける⼈数の増加が予想される
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その他、主要なパイプライン



その他、主要なパイプライン
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RBM-011
肺⾼⾎圧症(PAH)

RBM-003
急性⼼不全

RBM-010
変形性関節症

（未指定）
SARS-CoV-2

⼼臓から肺へ⾎液を送る⾎管（肺
動脈）の⾎圧が⾼くなる難病です。
その原因としては、肺の⾎管壁が厚
くなることが分かっており、IL-21の関
与が⽰唆されています。

疾患とターゲット
突然、⼼臓の働きや機能に異常が
⽣じ、⾎液を送るポンプの役割が出
来なくなり、呼吸困難等により倒れ、
緊急⼊院となります。
急性⼼不全の際、⼼臓等各種臓
器からキマーゼが活性化され炎症を
引き起こします。

疾患とターゲット 疾患とターゲット
関節の軟⾻が加齢や怪我等ですり
減ることにより、痛みが⽣じる病気で
す。
この軟⾻成分の分解を促進してい
るADAMTS5を抑制することにより、
症状の進⾏を遅らせることが期待さ
れます。

新種コロナウイルスによる感染症で
す。現在、世界中で猛威を振るって
おり、予防薬としてワクチンが開発さ
れましたが、感染した場合の治療薬
がありません。
ウイルスのSタンパク質の阻害剤を
開発中です。

疾患とターゲット

開発状況
アプタマーの創製
細胞試験
動物試験
毒性試験

開発状況
アプタマーの創製
細胞試験
動物試験
毒性試験

開発状況
アプタマーの創製
細胞試験
動物試験
毒性試験

開発状況
アプタマーの創製
細胞試験
動物試験
毒性試験
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中期事業⽬標

30

Discovery(探索)からClinical(臨床)ステージへの脱⽪

次世代アプタマー・テクノロジーの開発

社会に対する企業価値の創出

１

２

３
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VISION 2025



VISION 2025: 5つの臨床試験プログラム⽬標
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2021 Phase 1 試験の完了
2022 Phase 2a 試験の開始

2021~22 ⾮臨床試験の完了
2023~ Phase 1 試験の開始

2021 Phase 2 試験の完了とPOC取得
2022 ⼤⼿企業との提携とPhase 3 試験の開始

RBM-007
滲出型加齢⻩斑変性
(wet AMD)

RBM-007
軟⾻無形成症
(ACH)

RBM-003
急性⼼不全

RBM-010
変形性関節症

RBM-011
肺⾼⾎圧症
(PAH)



次世代アプタマー・テクノロジーの開発
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AI アプタマーのコンセプト

AI アプタマー アプタマー配列 治療薬疾患情報

34

Alアプタマーとは、⼈⼯知能（AI）を活⽤し、効率良くアプタマーのリード配列を取得すること
JST・CREST : AIアプタマー創薬プロジェクトにて、早稲⽥⼤学理⼯学院浜⽥研究室を中⼼に共同研究



社会に対する企業価値の創出
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サステナビリティの取り組み
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l リサイクル活動
アイシティecoプロジェクト参加
→ 空コンタクトケース回収 約2,100個/年

l 社内ペーパーレス化
web会議導入やノートパソコン導入で会議資料の
ペーパーレス化
→ コピー用紙の使用率 昨年比 約37%減

l 研究資源の管理
• 在庫管理システムによる研究材料のムダの削減
• 各種法令に基づいた研究材料の管理（組換え生

物、試薬等）
l 廃棄物の徹底した分別管理

すべての実験廃液を分別管理して無害化処理を
実施

l 従業員の安全確保
研究室内の作業環境測定、研究従事者の特殊健
康診断の実施、従業員のストレスチェックの実施

l アプタマーで治療法のない薬をつくる
希少疾患（ACH）や難病（PAH）、新型
コロナウイルス等

l 次世代の研究者への貢献
BIOMOD Team Tokyoへの支援

l BCP対応/ニューノーマルの推進
新型コロナウイルス対応の為、
在宅勤務や時差出勤の導入

l 事業戦略
CMC開発部の創設

l 経営ガバナンス強化
社外取締役の増員



サステナビリティの取り組み︓
三⽥労働基準監督署⻑賞を受賞

37

表彰（推薦）事由要旨︓
化学物質によるばく露防⽌対策を積極的に講じて
いること。また、法適⽤外であるが、産業医を選
任し、ストレスチェックを実施する等の安全衛⽣
活動を積極的に⾏っていること。
港区は東京都内で上場企業が⼀番多く
（452/2069社*）、また建設⼯事の現場も多い
中、安全衛⽣⾯で⼀般の事業場として表彰された。

受賞種別︓三⽥労働基準監督署⻑賞 ⼀般事業場賞

＊TNSF上場企業リサーチ 2021年11⽉5⽇現在

受賞⽇︓2021年11⽉2⽇



留意事項

38

当該資料は当社の会社内容を説明するために作成されたものであり、投資勧誘を⽬的に作成されたものではありません。
また、当該資料に記載された内容について合理的な注意を払うよう努めておりますが、記載された情報の内容の正確性、
適切性、網羅性、実現可能性等について、当社は何ら保証するものではありません。
投資を⾏う際は、投資家ご⾃⾝の判断で⾏っていただきますよう、お願いいたします。
なお当該資料に記載されている開発品の情報は、当該製品を宣伝・広告するものではありません。

また、新型コロナウイルス感染拡⼤による研究推進に、⼤きな影響が出ないよう当社としては引き続き努⼒して参ります。



URL : https://www.ribomic.com
Contact information : info@ribomic.com
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